
、
守、、

金
滞
古
蹟
志
血
管
叶
四

来
日
。
我
嘗
錐
崩
事
紀
公
之
聴
吋
而
紀
中
無
a
可
v
釆
良
石
土
z
a
v
乎
而

蹄
。
然
資
邦
者
有
a
九
谷
黛
吋
良
磁
也
。
今
倫
土
石
依
然
.
則
古
可
v
復
。
業

可
v
血
中
。
無
v
之
賀
猶
v
紀
.
北
亦
何
之
益
。
事
持
a
此
官
-
而
北
蹄
。
告
昌
之
井

【
品
副
》

成
昌
邑
盛
照
爾
府
芝
府
予
恰
属
国
利
之
終
桑
令
=
菩
欝
事
。
越
走
昌
人

予
九
谷
之
野
二
騒
a
取
醤
霊
吋
而
港
昌
之
平
安
吋
ー
来
脊
v
之
目
。
既
有
弘
此
翠
吋

何
不
v
北
。
便
以
a
丙
寅

λ
月
-
来
畠
本
務
コ
群
垣
設
a
仮
窯
ご
献
焼
v
之
.
共

磁
味
果
物
=
微
乎
丸
谷
之
古
製
プ
政
約
昌
明
年
-
而
去
。
明
年
丁
卯
四
月
再

来
。
選
=
聾
陶
地
乎
帝
盛
山
麓
立
地
時
謁
v
徒
畠
成
昌
之
職
吋
然
盛
照
弗
v
忽昌

共
事
プ
新
府
予
捧
正
都
亦
是
v
之
d

調
=
茸
高
之
質
吋
伴
T

数
百
之
土
丁
断
a

閉
山
腰
一
新
築
a
紅
窯
-
遺
品
碍
廠
二
庖
a
岡
茂
・
昼
衣
二
甲
長
↓
而
寅
ι
十
徐

盤
泥
輪
一
鐙
圃
百
器
之
窓
杯
、
可
v
謂
=
開
業
之
漣
至
-
怠
〈
，
H

英
場
周
廻
延
表

雄
議
爾
吋
山
環
樹
老
.
窯
道
之
土
増
設
十
級
.
列
=
火
暁
閥
昌
火
門
吋
陶

人
上
=
下
来
往
於
共
左
右
傍
↓
或
春
=
砕
白
石
-
而
震
v
粉
，
澄
v
之
傾
昌
石
井
↓

或
平
却
一
底
e

鐙
諜
鰭
曝
諸
磁
杯
e

鱗
=
次
之
樹
例
経
-
而
曝
=
燥
之
日
華
二
失

恋
種
々
可
v
見
可
v
愛
.
奇
麗
別
様
之
一
景
況
.
恰
矯
昌
小
景
徳
銀
境
-
也
.

聾
来
弗
E

管
長
白
磁
術
吋
・
亦
該
=
書
奥
'
霊
乃
遜
昌
金
谷
公
之
内
皆
吋
闘
縛
埴

之
叙
次
一
日
刊
一
冊
進
呈
d

以
徴
=
唐
英
乾
隆
美
亥
之
内
尋
故
吋
共
闘
説
明
了

云
，
爾
後
念
直
径
蹴
a
縛
埴
之
事
二
F
、v
是
州
内
之
石
産
土
釆
，
日
多
目
良
培
吋

ふ
事
も
見
b
た
り
。
按
宇
る
に
、
寛
永
年
中
奮
藩
四
世
少
将
光
高
君

の
命
に
依
り
て
、
横
山
山
城
守
長
知
記
憶
の
事
共
を
尋
問
し
て
書
記

さ
し
め
ら
れ
し
求
奮
紀
談
に
、
末
森
後
誌
の
時
、
大
納
言
様
と
内
磁

助
と
の
問
御
扱
ひ
と
し
て
、
常
民
様
よ
り
灘
川
三
郎
兵
衛
・
矢
田
牟

右
衛
門
雨
使
参
り
、
津
幡
よ
り
御
館
披
の
刻
.
大
樋
に
て
御
目
見
仕
、

口
上
之
官
申
上
・
越
中
へ
遁
り
申
候
。
末
森
に

τ被
v
潟
v
得
a
大
利
-
候

て
、
有
岡
使
に
御
封
面
‘
気
味
能
儀
と
何
茂
申
候
。
と
あ
り
。
右
は

天
正
十
二
年
九
月
の
事
に
て
、
末
森
記
に
、
利
家
卿
金
津
を
十
一
日

の
未
の
刻
に
打
立
ち
、
大
利
を
得
給
ひ
、
十
二
日
辰
の
刻
に
内
蔵
助

人
数
を
引
退
き
、
同
申
の
下
刻
利
家
卿
金
棒
の
城
へ
御
蹄
陣
と
あ
る

時
也
。
常
民
は
織
岡
信
雄
卿
た
り
。

。
大
樋
町
端
茶
底

此
の
茶
底
は
昔
金
海
市
外
の
地
た
り
し
か
ど
‘
金
海
市
中
遁
々
-
建
庚

ま
り
、
還
に
家
屋
連
携
し
て
市
中
と
連
続
し
、
今
は
金
津
市
中
の
街

尾
と
は
成
り
た
り
。
此
の
茶
底
は
東
京
等
へ
の
旋
客
愛
に
休
息
し
・

或
は
金
津
よ
り
出
迎
へ
見
送
り
、
愛
に
て
餓
別
す
る
な
ど
多
し
。
昔

よ
り
此
の
茶
底
の
名
物
は
、
汗
飴
と
蓮
飯
た
り
と
す
。

。
大
樋
蓮
池

金
海
古
蹟
志
巻
叶
四

四

自
a
石
川
勝
一
銀
門
之
涼
一
紋
土
e

自
由
能
美
抑
制
瀬
木
登
一
性
背
一
眼
残
共
徐
一
例

龍
之
紬
石
.
ニ
叉
之
湖
務
地
ι

育
王
之
白
衣
。
帝
慶
之
貨
泥
・
賀
黒
塊
・

紫
泥
泉
至
。
廼
以
v
之
鎗
=
緒
器
吋
凡
可
誌
有
七
八
千
一
今
設
丁
卯
十
月

窯
篭
落
成
“
内
v
之
欲
v
焼
v
之
。
盛
此
師
事
也
。
自
v
今
而
麟
々
不
v
絶
。
則
諒

足
v
建
晶
我
三
州
千
百
世
之
利
-
実
。
来
・
事
骨
F
之

静

岡

欲
v
偲
且
風
火
倦

鍵
吋
一
然
風
火
字
訓
有
昌
時
俗
樟
v
之
者
一
故
乞
昌
嗣
一
捕
腕
乎
予
吋
予
換
V

之
以
且
箕

柳
-
者
e

取
E

義
乎
二
星
-
也
。
制
銘
日

段

盤

周

非

難

v
賞
何
震

慌

食

威

蹄

都

町

哉

創
v
業

箕

柳

之

銀

降

-h帆
高
濃
-

文
化
四
年
丁
卯
多
十
月

維
斯
什
器

永
霊
n
図
利
-

富

田

景

周

誌

右
は
大
樋
焼
陶
器
の
考
設
に
載
v
之。

。
大
槌
町
端

改
作
所
奮
記
に
戟
せ
た
る
延
寅
二
年
四
月
二
日
の
建
寄
に
、
往
渇
道

筋
並
松
之
根
、
回
之
方
よ
り
掘
候
に
付
て
、
松
の
根
際
を
指
除
定
杭
を

う
ち
候
問
、
大
樋
町
端
よ
り
杭
う
た
せ
可
申
云
々
。
と
あ
り
。
年
代

摘
要
に
‘
享
保
ム
ド
年
十
二
月
大
極
村
端
新
家
願
之
遇
被
昌
仰
削
刊
と
い

h
 

建
は
此
の
地
の
名
産
に
て
、
白
蓮
花
友
り
と
い
へ
ど
も
、
七
・
八
月

花
盛
の
頃
は
‘
毎
朝
雅
客
届
誌
に
来
り
、
蓮
花
の
開
く
を
見
物
し
、
茶

底
の
蓮
飯
を
賞
翫
す
る
人
多
し
と
一
宮
ふ
。
ま
た
共
の
蓮
根
は
営
園
の

産
物
に
て
、
能
登
・
越
中
等
へ
還
迭
す
る
事
甚
だ
多
〈
‘
新
蓮
根
の

調
味
も
ま
た
賞
す
る
に
足
れ
り
。

。
蓮
池
之
来
歴

大
樋
蓮
池
の
濫
筋
の
年
歴
は
い
ま
だ
静
か
な
ら
4
1
0

或
は
云
ふ
。
此

の
蓮
池
は
水
聞
の
上
悶
を
潰
し
て
蓮
池
と
な
せ
る
ゆ
ゑ
に
、
習
指
耐
中

は
水
闘
を
潰
す
事
を
ば
般
禁
せ
ら
れ
、
そ
の
吟
味
に
指
陣
り
、
さ
の

み
多
く
培
養
せ
ざ
り
し
か
ど
、
今
は
さ
る
制
度
も
た
き
に
よ
り
、
抽
渇

々
水
闘
を
蓮
池
に
た
し
た
り
。
故
に
共
の
産
出
奮
藩
中
に
俗
せ
り
と

い
へ
h
y
o

按
宇
る
に
、
日
本
後
紀
に
、
犬
同
元
年
六
月
勅
。
池
之
需
v

用
必
由
a

漉
祇
吋
栗
林
之
用
良
第
v
得
v
賞
。
今
諸
国
所
y

有
蓮
池
井
栗
林

等
。
或
決
a

償
問
之
水
-
潤
昌
彼
芙
蓉
二
邸
主
元
注
之
林
-
寄
昌
吉
供
御
吋
如
v

此
之
類
必
妨
=
百
姓
吋
宜
昌
譜
'
使
子
細
勘
定
'
之
。
と
見
ね
た
れ
ば
、
い

と
上
代
よ
り
蓮
池
の
制
禁
あ
り
し
事
知
ら
れ
け
り
。
訟
も
ふ
に
加
賀

固
に
も
‘
い
に
し
へ
よ
り
蓮
池
を
置
き
て
蓮
を
培
養
注
し
た
り
。
事

は
慶
保
胤
の
日
本
往
生
極
一
梁
記
に
見
ゆ
。
そ
の
A
伊
設
に
-X
ふ
。
加
賀

四
七




